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●	いやなことはしないようにし
て、 35人のなかまとなかよく
していきたいと思いました。

●	いじめはだめなこと・人の心
を傷つけたらだめだというこ
とがわかりました。

参加した児童の感想

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
生
み
の
親 

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
が

作
詞
し
た
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ

① 光があふれる　この街で
 だれかが泣いている　助けをよんでいる
 ちいさな生命（いのち）でも
 見すてることは　できない　できない
 ☆

② あなたもわたしも　おんなじね
 だれでも生きている　あしたを　夢みてる
 だいじな生命（いのち）だよ
 いじめることは　いけない　いけない
 ☆

③ 悲しい涙が　こぼれても
 いつかは乾くのさ　みんなで助けあおう
 すべての生命（いのち）には
 生きる権利が　あるんだ　あるんだ
 ☆

①～③歌詞の最後に入ります

☆ 人権まもる　まもる君
 やさしいこころ　あゆみちゃん
 み・ん・なで　まもる　 手をとりあって
 世界をもっともっと　 しあわせにしよう

人権教室で
子どもたちと一緒
に歌っています。

み
ん
な
で
築
こ
う  

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～

昭
和
23
年
12
月
10
日
は
国
連
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

宣
言
に
は
、 「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、か
つ
、尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
こ
と
か
ら
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ
れ
は
人
権
問
題
か
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

第
20
回
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

第
36
回
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

福
井
県
大
会
入
賞
者

宮
崎
小
学
校
で
人
権
教
室

《
入
選
》

　
宮
崎
中
学
校
2
年　
歸き

山や
ま　

莉り
え
る瑠
さ
ん

　

人
権
教
室
は
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
相
手
を
思
い
や
る
心
を
体
得
し
、
命
の
尊
さ
に
気
づ
く
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
啓
発
活
動
で
す
。

　

10
月
27
日
、
宮
崎
小
学
校
で
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

1
年
生
は
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
の
お
絵
か
き
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
違
う
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
も
る
君
の
顔
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
を
し
あ
わ
せ
に
」
を
み
ん
な
と
手
を
つ
な
ぎ
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
囲
み
な
が
ら
、
元
気
よ
く
合
唱
し
ま
し
た
。
２・３
年
生
は
、
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
紙
芝
居
「
ぼ
く
の
き
も
ち　

き
み
の
き
も
ち
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
年
間
を
通
し
て
学
校
で
の
人
権
教
室
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

《
入
選
》

　
宮
崎
小
学
校
5
年　
山や
ま

内う
ち　

彩あ

未み

佳か

さ
ん

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
　
12
月
10
日
～
16
日

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
、
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
は
、
わ
た
し
た
ち
の
国
の
国
民
的

課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国

際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
12
月
4
日
㈰
か
ら
8
日
㈭
の
間
、
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

を
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

宮崎小学校では
人権コーナーを設けて
人権啓発活動に力を

いれています
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11
月
21
日
、
政
治
倫
理
審
査
会
の
定
例
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

政
治
倫
理
審
査
会
と
は
、　

政
治
倫
理
確
立

の
た
め
必
要
な
事
項
の
調
査
、
審
査
を
行
う
機

関
で
、
政
治
倫
理
基
準
に
反
す
る
行
為
を
し
た

疑
い
が
あ
る
場
合
や
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合

は
、
事
情
の
聴
取
や
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
議
会
議
員
と
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
に
つ
い
て
、

①
配
偶
者
や
生
計
を
共
に
す
る
二
親
等
以
内
の

親
族
、
同
居
の
親
族
が
役
員
を
し
て
い
る
企
業

②
本
人
が
役
員
を
し
て
い
る
企
業

③
本
人
が
実
質
的
に
経
営
に
携
わ
る
企
業

が
、
町
と
の
契
約
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
調

査
し
、
兼
業
禁
止
の
ル
ー
ル
が
遵
守
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
条
例
（
越
前
町
兼
業
禁
止
及
び
政
治

倫
理
条
例
）
と
は

　

議
員
や
町
長
な
ど
が
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
を

慎
み
、
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
を
し
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
金
品
の
授
受
を
し
な
い
こ
と

や
公
共
工
事
な
ど
に
特
定
業
者
の
推
薦
や
紹
介

を
し
な
い
こ
と
、
職
員
の
採
用
や
人
事
異
動
に

推
薦
や
紹
介
を
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
も
主
権
者
と
し

て
議
員
や
町
長
な
ど
に
同
様
の
こ
と
を
働
き
か

け
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

政
治
倫
理
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し
た

委
員
の
み
な
さ
ん

　

会　

長

　
　

岡　

田　

健　

　

副
会
長

　
　

石　

田　

征
一
郎

　

委　

員

　
　

藤　

井　

賢　

一

　
　

河　

井　

文　

夫

　
　

馬　

谷　

友　

江

　
　

田　

中　

善　

隆

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

10
月
19
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で

第
43
回
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
か
れ
、

大
橋  

務
さ
ん（
道
口
）
に
知
事
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
平
成
16
年
か
ら
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
長
や
連
合
会
長
を
務
め
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
社
会
奉
仕
・
健
康
増
進
・
会
員
増
強
や

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の

働
き
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
感
謝
状
を
受
贈　

大
橋  

務
さ
ん

　

11
月
19
日
、
20
日
の
2
日
間
、
道
の
駅
越
前

で
越
前
か
に
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
11
月
6
日
に
解
禁
と
な
っ
た
越
前

が
に
を
は
じ
め
、
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
を
買
い

求
め
に
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

越
前
か
に
ま
つ
り

　

ま
た
、
恒
例
の
セ
イ
コ
ガ
ニ
汁
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ま
こ
も
生

産
者
の
司
辻
孝
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
ま
こ
も
料
理
教
室

を
開
き
、
ま
こ
も
の
下
処
理
の
仕
方
や
調
理
の
仕
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
は
、
地
産
地
消
促

進
の
目
的
で
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
な
ど
、
ふ
る
さ
と
料
理
教

室
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
委
員
会
と
の
共
同
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
も
あ
り
、
今

回
の
教
室
も
そ
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

ま
こ
も
料
理
教
室　
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜

　

10
月
30
日
、
越
前
体
育
館
で
越
前
町
防
犯
隊

錬
成
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

10
年
以
上
無
事
故
勤
続
の
防

犯
隊
員
15
人
、
7
年
以
上
の
無

事
故
勤
続
の
防
犯
隊
員
13
人
、

優
良
隊
員
8
人
の
表
彰
と
、
長

年
に
わ
た
り
町
の
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
昨
年
度

に
退
職
さ
れ
た
17
人
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
事
件
や
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
、
町
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

越
前
町
防
犯
隊
錬
成
大
会

う
、
橋
本
実
防
犯
隊
長
を
中
心
に
越
前
町
防
犯

隊
は
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▲感謝状を受け取る山口さん

▲錬成大会の様子

　

11
月
3
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

食
育
フ
ェ
ス
タ
と
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア
が
開

か
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

食
育
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
越
前
町
産
の
牛
肉

や
学
校
給
食
の
試
食
な

ど
、
地
場
産
物
の
お
い

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
健
康
フ
ェ

ア
で
は
、
体
力
測
定
や
、

が
ん
や
認
知
症
予
防
の

パ
ネ
ル
展
示
、
歯
の

フ
ッ
素
塗
布
な
ど
を
行

い
、
健
康
を
守
る
こ
と

や
、
病
気
の
予
防
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。 食

育
フ
ェ
ス
タ
・
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア

　

午
後
か
ら
は
、
丹
生
郡
医
師
会
に
よ
る
健
康

公
開
講
座「
ロ
コ
モ
を
知
っ
て
元
気
で
長
生
き
」

が
開
か
れ
、1
日
を
通
し
て
「
食
」
と
「
健
康
」

へ
の
意
識
を
高
め
る
日
に
な
り
ま
し
た
。

▲給食を通じて地産地消を学びました

▲はぴりゅうとかに太郎が「つるかめ体操」を見学

　

秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
中

橋
征
子
さ
ん
（
米
ノ
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
、
木

下
豊
さ
ん
（
大
樟
）
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
橋
さ
ん
は
、
26
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し

て
保
護
観
察
者
の
更
生
・
再
犯
防
止
に
取
り
組

秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
受
章

ま
れ
、
更
生
保
護
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、木
下
さ
ん
は
、18
年
に
わ
た
り
福
井
地

方
裁
判
所
と
福
井
家
庭
裁
判
所
で
調
停
員
を
務

め
ら
れ
、
離
婚
や
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
な
ど

各
種
調
停
事
件
の
解
決
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▲瑞宝双光章を受章した中橋さん

▲藍綬褒章を受章した木下さん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
税

の
知
識
を
普
及
す
る
「
租
税
教
育
」
の
一
環
と

し
て
、
税
に
つ
い
て
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
武
生
税
務
署
管
内
の
17
の
中
学
校

か
ら
作
文
１
０
２
０
編
、
24
の
小
学
校
か
ら

ポ
ス
タ
ー
２
３
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
河
﨑

碧
生
さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）
が
福
井
県
税
事
務

ポスターの部

税
に
つ
い
て
の
作
品　

入
賞
者
発
表

所
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
次
の
み

な
さ
ん
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
作
品
は
12
月
14
日
㈬
か
ら
22
日

㈭
ま
で
の
間
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

展
示
し
ま
す
。

福井県税事務所長賞

▲河
かわ

﨑
さき

　碧
あお

生
い

さん（朝日小6年）

北陸納税貯蓄組合
総連合会長賞

▲谷
たに

口
ぐち

　瑞
みず

季
き

さん（織田小6年）

南越地区納税貯蓄組合
連合会長賞

▲木
き

村
むら

　心
ここ

音
ね

さん（織田小6年）

武生間税会長賞

▲藤
ふじ

井
い

　莉
り

々
り

さん（常磐小6年）

公益社団法人
南越法人会長賞

▲八
はっ

田
た

　結
ゆい

さん（四ヶ浦小6年）

　

11
月
17
日
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
行
わ
れ
た

第
57
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

で
、
佐
々
木
正
純
さ
ん
（
天
王
）
が
文
部
科
学

省
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育

指
導
委
員
）
と
し
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

功
績
顕
著
な
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
合
併

前
も
含
め
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
旧
朝
日
町
体

育
指
導
委
員
に
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
28
年

間
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育
指
導
委
員
）

と
し
て
地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
旧
4
町
村
の
合
併
時
に

は
、
合
併
後
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
盤
を
作
る

た
め
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
え
ち

ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
に
尽
力
し
、

平
成
18
年
か
ら
10
年
間
同
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務

め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委

員
長
を
務
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一

環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
あ
た
り
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
融
合
さ
せ
た
形
で
普

及
・
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
長
も
務
め
、
委
員
長
と
し
て
委
員
の
育

成
の
た
め
率
先
し
て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
事

業
を
企
画
し
、
指
針
を
与
え
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞　

佐
々
木
正
純
さ
ん

　冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日は「雪に備える週間」です。
　冬を迎えるにあたってのルールやマナーを考え、安全・安心な冬を過ごしましょう。

※今月号折込のチラシもあわせて
　ご覧ください。

　これから寒くなるにつれ、凍結して水が出なくなったり、水道メータや給水管が破損するおそれがありますので、
次のことに注意しましょう。

凍結防止のために
・蛇口や水道メータの周りに保温材や布などを巻いて保温する。
・水道メータの周りを除雪する。

水不足の防止のために
・夜間に水を出しっぱなしにしない。
・融雪には水道水を絶対使用しない。
・空き家や冬季に使用しない小屋など、蛇口の閉め忘れがないよう点検する。

雪が降るまでに
・冬用タイヤを必ず装着しましょう。タイヤ
はすり減っていませんか？

・耐寒用品などを含めた非常持ち出し品を準
備しておきましょう。

・路上駐車は除雪の妨げになります。路上駐
車はせず、必ず駐車場にとめましょう。

凍結して水が出ないときは
　タオルをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を
かけて溶かします。直接熱湯をかけると破裂や破損す
ることがありますのでご注意ください。

冬の準備はお済みですか？

雪が降ったら
・寒い屋外で雪かきをするときは、健康管理に十分注
意しましょう。

・降積雪時は、マイカーの利用をなるべく控え、公共
交通機関を利用しましょう。

・道路への雪の投げ捨ては止めましょう。
・小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによる転落
などには十分注意しましょう。

・生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、用水
路付近も地域ぐるみで雪かきをしましょう。

水道管が破裂したときは
　水道メータボックス内の止水栓を閉めて水を止めま
す。そして、破裂した部分に布やテープを巻いて応急
処置をしてから、上下水道課と指定工事業者へ連絡し
てください。

冬季の上下水道料金のお知らせ
　冬季は積雪のため、水道メータの検針ができない場
合があります。検針ができなかった月の上下水道料金
は、最後に検針した月の料金の９割を概算で請求し、
その後検針した月で精算します。
　また、概算請求のときは、検針のお知らせ票が発行
されません。料金は、口座振替の人は記帳で、口座振
替以外の人は納付書でご確認ください。

問合せ先　建設課　☎34‒8703

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

雪対策で快適な冬を

冬季の水道使用の注意点

▲タオルをかぶせて…

▲その上からぬるま湯をかけます ▲スポーツ推進委員としての活動の様子 ▲スポーツ推進委員功労者表彰を受賞しました

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6平成28年12月号広報 えちぜん7 平成28年12月号

町からのお知らせ



施　　設　　名
平成28年12月 平成29年1月 電話番号

市外局番
（0778）

26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

朝
日
地
区

糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2322
福井総合植物園「プラントピア」 ○ × × × × × × × × ○ 34‒1120
ふ る さ と 特 産 加 工 場 ○ × × × × × × × × ○ 34‒0637
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ × × × × × × ○ 34‒2850

宮
崎
地
区

花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 32‒2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ ○ 9：00～

12：00 × × × × 32‒3545
越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 × ○ × × × × × × × × 32‒3200
福 井 県 陶 芸 館 × ○ × × × × × × × × 32‒2174
越 前 焼 の 館 ○ ○ ○ × × × × × × ○ 32‒2199

越
前
地
区

越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ 10：00～ 21：00 ○ 39‒1126
道 の 駅 「 越 前 」 ○ × ○ ○ ○ 9：00～

17：00
11：00 ～
17：00 9：00 ～ 17：00 ○

37‒2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 ○ × ○ ○ ○ 11：00～ 17：00 ○
ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 ○ × × × × × × × × ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム ○ × ○ ○ ○ 10：00～ 16：00 ○ 37‒2626
道 の 駅 越 前　 う お い ち ○ ○ ○ ○ ○ 9：00～

15：00 × × ○ ○ 37‒2500
水 仙 荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37-1585
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ ○ 10：00～ 16：00 ○ 37‒2501
越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ ○ × 13：00～

20：00 × × × 13：00～ 20：00 × 37‒2260
越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 〇 × 〇 〇 〇 × × × × 13：00～

20：00 37‒0637

織
田
地
区

オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ × 〇 〇 × × × × × × 〇 36‒2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36‒2050
花 の 茶 屋「よ っ て 駅 ね」 ○ ○ ○ ○ × × × × × × 36‒1889
織 田 文 化 歴 史 館 × ○ × × × × 9：00～ 17：00 × 36‒2288
雨 田 公 平 記 念 館 × 10：00～

17：00 × × × × × × × × 36‒2666
※予定のため、変更になる場合があります。

年末年始施設営業日のお知らせ

　

県
内
の
次
の
施
設
で
病
児
・
病
後
児
保
育
の

利
用
が
可
能
で
す
。

　

利
用
対
象
は
、
生
後
6
か
月
か
ら
小
学
3
年

生
ま
で
の
町
内
の
お
子
さ
ん
で
、
保
護
者
が
勤

務
や
傷
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
病
名
や
施
設
の
空
き
状
況
に

よ
っ
て
は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
児
保
育
と
は

入
院
す
る
必
要
が
な
い
が
、
病
気
治
療
中
の

た
め
、
集
団
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を
一
時

的
に
保
育
す
る
こ
と
で
す
。

病
後
児
保
育
と
は

病
気
が
治
癒
し
病
気
回
復
期
に
あ
る
が
、
集

団
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を
一
時
的
に
保
育

す
る
こ
と
で
す
。

利
用
で
き
る
施
設

　

越
前
町

　
　

織
田
病
院
（
病
児
保
育
）

　
　
　

☎
３
６‒

１
０
０
０

　

福
井
市

　
　

福
井
県
済
生
会
乳
児
院
（
病
後
児
保
育
）

　
　
　

☎
０
７
７
６‒

３
０‒

０
３
０
０

　
　

福
井
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
病
後
児
保
育
）

　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

１
３
０
０

　
　

愛
育
病
院　

ち
び
っ
こ
ハ
ウ
ス

　
　
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

　
　
　

☎
０
７
７
６‒

５
４‒

５
７
５
７

　
　

大
滝
病
院　

病
児
保
育
園

病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
施
設
の
お
知
ら
せ　

　
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

　
　
　

☎
０
７
７
６‒
２
３‒

３
２
１
５

　

勝
山
市

　
　

ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や　

ひ
か
り
病
児

　
　

保
育
園
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

　
　
　

☎
０
７
７
９‒

８
８‒

０
２
８
８

　

越
前
市

　
　

野
尻
医
院　

病
児
デ
イ
ケ
ア「
ま
ま
の
て
」

　
　
（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

 　
　

 

☎
２
２‒

５
０
０
０

　

鯖
江
市

　
　

斉
藤
病
院　

病
児
・
病
後
児
デ
イ
ケ
ア

　
　
「
わ
ら
べ
」（
病
児
・
病
後
児
保
育
） 

　
　
　

☎
０
８
０‒

３
７
６
５‒

０
５
９
３

　
　

公
立
丹
南
病
院　

病
児
・
病
後
児
デ
イ
ケ
ア

　
　
「
え
く
ぼ
」（
病
児
・
病
後
児
保
育
）

　
　
　

☎
０
８
０‒

６
３
６
７‒

６
５
６
７

利
用
料
金

　

１
日
利
用　

２
千
円

　

半
日
利
用　

千
円

　
　
（
第
3
子
以
降
就
学
前
児
童
は
無
料
）

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
母
子
・
身
体
障
が
い

者
の
家
庭
で
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
の
屋
根
雪

下
ろ
し
作
業
な
ど
を
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
た

場
合
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
事
業
補
助
金
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
世

帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
母
子
世
帯
で

あ
っ
て
、
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪
が
困
難

な
世
帯（
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す
）。

た
だ
し
、
町
内
や
近
隣
市
町
に
屋
根
雪
下
ろ

し
な
ど
を
依
頼
で
き
る
二
親
等
以
内
の
親
族

が
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

支
援
内
容

・
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業

・
外
出
に
支
障
と
な
る
必
要
最
低
限
の
宅
地

の
除
雪
作
業

屋
根
雪
下
ろ
し
の
補
助
金
の
お
知
ら
せ

・
住
宅
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
除
雪
作
業

補
助
金
の
額

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
と
し
、
作
業
人

賃
金
は
1
時
間
あ
た
り
２
，５
０
０
円
、一
冬

期
間
の
補
助
額
は
2
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

冬
季
の
運
行

冬
季
は
、
積
雪
の
た
め
バ
ス
の
発
着
時
刻
の

遅
れ
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
左
記
の
区
間
は
、
積
雪
の
場
合
通
行

で
き
ま
せ
ん
。迂
回
し
て
運
行
し
ま
す
の
で
、

バ
ス
停
に
よ
っ
て
は
10
分
程
度
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ト
名　

宮
崎
地
区
巡
回
ル
ー
ト

　
　
　
　
　
　

蚊
谷
寺
〜
蟬
口
の
区
間

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
運
行

12
月
29
日
㈭
か
ら
1
月
3
日
㈫
ま
で
は
全
便

運
休
し
、
来
年
の
運
行
は
1
月
4
日
㈬
か
ら

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
便
の
予
約
セ
ン
タ
ー
も
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

☎
３
４‒

８
７
０
２

平成28年12月 平成29年1月
26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

6
㈮

7
㈯

8
㈰

9
㈪

10
㈫

朝日地区

可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○
不燃ごみ・資源ごみ・有害ごみ ○ ○
プラスチック製容器包装 × ★
ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

※朝日地区の可燃ごみ最終収集日は、12月29日㈭です。1月5日㈭から通常収集します。
※プラスチック製容器包装は、1月10日㈫、1月17日㈫に収集します。

年末年始のごみ収集日程のお知らせ

平成28年12月 平成29年1月
26
㈪

27
㈫

28
㈬

29
㈭

30
㈮

31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

6
㈮

7
㈯

8
㈰

9
㈪

10
㈫

織
田
地
区

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○
不燃ごみ・資源ごみ・有害ごみ ○
プラスチック製容器包装 ○

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○
不燃ごみ・資源ごみ・有害ごみ ○
プラスチック製容器包装 ○

※織田A地区の可燃ごみ最終収集日は、12月29日㈭です。1月5日㈭から通常収集します。
※織田B地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日㈮です。1月6日㈮から通常収集します。

自己搬入の場合
鯖江クリーンセンター
年末特別搬入 12月29日㈭　午前8時30分～午後5時まで
 12月30日㈮　午前8時30分～ 11時30分まで
※1月4日㈬から通常営業になります。
問合せ先　鯖江クリーンセンター　☎51‒2310

し尿収集の申込み
㈲ニュークリーン公社
12月22日㈭までの申込みで年内収集が可能。
※1月5日㈭から通常営業になります。
問合せ先　㈲ニュークリーン公社　☎34‒5512

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

※○印は通常収集日、×印は収集が休みになる日、★印は変更収集日です。

※宮崎地区・越前地区は、各世帯に配布しているごみカレンダーをご覧ください。
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労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働

保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
と

を
総
称
し
た
言
葉
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
強
制

保
険
制
度
で
す
。
労
働
保
険
へ
の
加
入
届
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
労
災
保
険
給
付
に
要

し
た
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

労
災
保
険
と
は

労
働
者
が
業
務
中
や
通
勤
中
に
事
故
に
あ
っ

た
場
合
に
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
た
め

の
保
険
制
度
。

労
働
保
険
の
成
立
手
続
は
お
済
み
で
す
か

雇
用
保
険
と
は

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
、
失
業
給
付
を

支
給
し
た
り
な
ど
す
る
た
め
の
保
険
制
度
。

　

加
入
手
続
き
や
労
働
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

武
生
労
働
基
準
監
督
署　

☎
２
３‒

１
４
４
０

　

武
生
公
共
職
業
安
定
所　

☎
２
２‒

４
０
７
８

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
人
が
同
じ
使
用
者
と
の

間
で
5
年
を
超
え
て
労
働
契
約
を
繰
り
返
し
更

新
し
た
場
合
、
働
く
人
の
申
込
み
に
よ
り
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
に
転
換
さ
れ
る

ル
ー
ル
の
こ
と
で
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://m
uki.m

hlw
.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
井
労
働
局　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

３
９
４
７

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
を
ご
存
知
で
す
か

特
定
外
来
生
物
「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
と
は　

　

も
と
も
と
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
国
内
に
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
で
は
全
国
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
個
体
の

逃
亡
や
放
棄
が
原
因
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
平
成
7
年
に
人
慣
れ
し
た
雄
1
頭

が
捕
獲
さ
れ
た
こ
と
が
最
初
の
記
録
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
は
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
、
県
で
は
平
成
21
年
に
「
福
井
県
ア
ラ
イ
グ

マ
防
除
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
県
と
市
町
が

主
体
と
な
っ
て
ア
ラ
イ
グ
マ
の
防
除
を
本
格
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
危
険
性

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
に
よ
る

幼
虫
移
行
症
や
狂
犬
病
と
い
っ
た
、
人
間
に
も

感
染
す
る
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
糞
尿
や
血
液
、
唾
液
、
ま

た
、
ダ
ニ
な
ど
の
寄
生
虫
に
は
、
危
険
な
病
原

体
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
の
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者

　

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者
は
、
専
門
的
な
講

習
を
受
け
、
町
か
ら
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
ま
す
。
捕
獲
従
事
者
は
、「
は
こ
わ
な
」
と

い
う
捕
獲
用
の
檻
で
ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

捕
獲
に
ご
協
力
を

　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
農
業
被
害
、
生
活
環
境
被
害
な
ど
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課　

☎
３
４‒

８
７
０
４

　

固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日
は
、
1
月
1
日

で
す
。
12
月
31
日
ま
で
に
建
物
を
取
り
壊
し
、

滅
失
登
記
を
行
っ
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
課
税
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
９

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
必
ず
届
け
出
を　

　12月1日付けで、民生委員・児童委員が次のみなさんに決まりました。任期は、平成31年11月30日までの3年間
です。
　民生委員・児童委員は、自らも地域住民の一員として、担当地域の高齢者や障がいのある人の安否確認や見守り、
子どもたちへの声かけなどを行います。また、主任児童委員は、民生委員・児童委員と連携しながら子育ての支援や
児童健全育成活動などに取り組みます。生活上の心配ごと、困りごとをご相談ください。

朝日地区
担　当　地　区 氏　　　名

本通１・２・３区、宮前１・２区 八　木　みどり
本通４・５・６区 西　野　喜久治
駅前１・２・３区 瀧　波　敬　男
内郡 竹　内　英　樹
朝日１．２･３･４･８班 山　口　孝　義
朝日５･６･７班 吉　野　久美枝
上川去・春日 高　山　里　美
岩開・宇田 西宮　 右ェ門
佐々生 宮　川　絹　祥
気比庄 塚　本　長　栄
新庄・馬場 上　野　笑　子
田中・市 清　水　桂　三
乙坂 清　水　　　譲
栃川 谷　口　実　男
宝泉寺・天王 髙　橋　正　治
金谷・青野・頭谷・茱原・境野 爲　國　信　一
横山・野末・大畑・牛越 五　島　邦　代
小倉・大谷寺 野　村　美智代
下糸生・野田・葛野 漆　﨑　まり子
上糸生・脇・中野・大玉・清水 渡　邉　ひろみ
森・杖立・小川・真木・天谷 岡　﨑　　　賢

宮崎地区
担　当　地　区 氏　　　名

熊谷・古屋・増谷 上　野　重　隆
小曽原第１区 山　内　ますみ
小曽原第２・３区 木　原　千津子
江波第１区 山　内　喜久治
江波第２・３区 井　上　千惠子
広野・蚊谷寺 武　田　義　夫
樫津第１・2区 武　藤　清　枝
八田新保・舟場 清　水　文　雄
八田 松　原　千加子
円満・上野・野・宇須尾・大谷・蟬口 ･寺 山　田　唯　夫

主任児童委員
担　当　地　区 氏　　　名

朝日地区 渡　邉　みき代
宮崎地区 近　藤　洋　子
越前地区 松　本　泰　子
織田地区 加　藤　冨美代

越前地区
担　当　地　区 氏　　　名

玉川 孫　谷　正　美
血ヶ平 林　　　靜　夫
左右・梨子ヶ平 川　岸　かよ子
上瀬 嘉　名　富貴恵
中筋 ･下側 岡　田　邦　子
上側・鷺崎 長　谷　範　幸
宿 小　坂　昭　美
新保 鶴　沢　麻里子
城ヶ谷 森　川　照　美
小樟（北） 山　下　三紀代
小樟（南） 中　橋　小夜子
大樟 畑　　　幸　枝
道口 木　下　 　强
厨（北） 別　司　正　晴
厨（中） 齊　藤　夢　路
厨（南） 増　田　　　正
茂原 濵　野　公　子
白浜 橋　本　和　治
高佐 松　本　啓　志
米ノ（北）・六呂師 堂前與三右衞門
米ノ（南）・午房ヶ平 森　　　利　彦

織田地区
担　当　地　区 氏　　　名

鎌坂・北・東 駒　野　傳一郎
高橋 小　塙　文　江
辻・馬場 小　辻　和　夫
上野・矢倉 藤　原　成　子
寺家 奥　田　紀　子
杉の花・市場・堤 小　辻　良　子
平等・下河原 左　近　則　子
中・大王丸・三崎・打越 相　馬　節　子
四ツ杉・下山中・上山中 堀　　　絹　子
細野・岩倉・笹川・桜谷・脇谷 橘　　　元　子
赤井谷・山田・丸山・萩野の里・西ヶ丘 高　畑　志津子
入尾・笈松 佐々木　　　嵩
上戸 藤　井　俊　幸

（敬称略）

新しい民生委員・児童委員のみなさんです

民生委員・児童委員のみなさん

　

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
さ
ら
さ
れ
る
作
業

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
中
皮
腫
、
肺

が
ん
な
ど
の
石
綿
関
連
疾
患
を
発
症
し
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く

保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
関
連
疾
患
は
、
発
症
ま
で
の
期
間
が
非

常
に
長
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
過
去
に
石
綿
に

さ
ら
さ
れ
る
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に

石
綿
関
連
疾
患
に
関
す
る
労
災
補
償
制
度

は
、
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
石
綿
に
関
す
る
情
報
は
、
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

　

福
井
労
働
局　

労
災
補
償
課

　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
５
６

　

武
生
労
働
基
準
監
督
署　

☎
２
３‒

１
４
４
０

問合せ先　福祉課　☎34‒8725
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
や
地
方
税
法

で
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
1
月

か
ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
様
な
ど
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３‒

１
１
２
６

　

平
成
29
・
30
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工

事
な
ど
に
関
す
る
入
札
な
ど
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

　

平
成
29
年
1
月
4
日
㈬
〜
2
月
28
日
㈫

対
象
業
種

建
設
工
事
、
測
量
業
務
等
、
物
品
調
達
等
、

小
規
模
修
繕
等

提
出
書
類

①
指
定
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印
刷

し
た
も
の

競
争
入
札
参
加
資
格
更
新
の
お
知
ら
せ

②
①
の
う
ち
、
業
者
カ
ー
ド
の
電
子
デ
ー
タ

（
媒
体
は
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
に
限
る
）

③
そ
の
他
、
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書
類

※
指
定
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送

　
（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

資
格
適
用
期
間

　

平
成
29
年
5
月
1
日
〜
平
成
31
年
4
月
30
日

問
合
せ
先　

監
理
課　

☎
３
４‒

８
７
１
９

　

年
末
を
迎
え
て
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
、

ま
た
、
降
雪
や
路
面
凍
結
、
交
通
混
雑
な
ど
で

道
路
交
通
環
境
が
悪
化
す
る
な
ど
、
交
通
事
故

が
増
加
す
る
季
節
で

す
。
町
民
一
人
ひ
と

り
が
交
通
マ
ナ
ー
を

守
り
、
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
け
で
な
く
、
歩
行

者
も
十
分
に
気
を
付

け
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
、
県
警
察

本
部
や
交
通
安
全
関

係
団
体
な
ど
の
み
な

さ
ん
が
県
内
の
交
差

12
月
11
日
か
ら
20
日
は
『
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
』
期
間
で
す

　

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
災
害
情
報
を

取
扱
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
１
つ
に
統
合
し
、「
ふ

く
い
防
災
シ
グ
ナ
ル
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
ふ
く
い
防
災
シ
グ
ナ
ル
の
ペ
ー
ジ
で
県

内
の
災
害
関
連
情
報
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

取
扱
い
情
報

　

・
ニ
ュ
ー
ス
、
交
通
情
報

　

・
雨
・
雪
・
竜
巻
・
台
風
な
ど
の
気
象
情
報

　

・
河
川
・
土
砂
災
害
情
報

　

・
地
震
・
津
波
情
報
、
避
難
情
報

　

・
道
路
カ
メ
ラ
、積
雪
深
マ
ッ
プ（
冬
季
の
み
）

災
害
情
報
の
備
え
は
「
ふ
く
い
防
災
シ
グ
ナ
ル
」
で

　

引
き
続
き
み
な
さ
ん
の
防
災
に
、
当
サ
ー
ビ

ス
が
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
努
め
ま
す
。

問
合
せ
先

　

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ　

メ
デ
ィ
ア
戦
略
室

　

☎
５
１‒

０
１
０
１

1番上のボタンが赤くなったら情報発表、発令中です
　　　　　↓

パソコン・スマートフォンから

iPhoneアプリはAppストアから（無料）

検　索ふくい防災シグナル 索

　

結
婚
を
応
援
す
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
縁

結
び
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
に
も
出
演
し
て
い
る
〝
１
０
３
kg
の
恋

愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〞
羽
林  

由
鶴 

氏
を
講
師
に

招
き
、
家
庭
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
や
縁
結
び
の
秘
訣
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

日　
　

時　

12
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

12
月
22
日
㈭

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

越
前
町
縁
結
び
講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

日
本
大
学
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、
財
団
法
人
の
教
育
研

究
所
出
版
部
編
集
部
門
で
17
年
間
勤
務
さ
れ
た
後
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
独
立
。
現
在
は
、
結
婚
相
談
、
学

習
支
援
、
人
材
育
成
な
ど
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
に
携

わ
り
、
そ
の
他
、
執
筆
や
講
演
活
動
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

へ
の
出
演
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
中
。

　町では、大規模な地震などの災害発生時に避難された人のために必要となる食糧や水、生活必需品などを備蓄し
ています。これらの物資は、宮崎・越前・織田コミュニティセンターや小中学校に設置してある備蓄倉庫などに分散
配置しています。
　また、今年4月の熊本地震を受け、水道が断水した時でもトイレが使用できる非常用排便処理用品や紙おむつな
どを購入し、今後も災害に備え計画的に備蓄を進めていきます。

備蓄状況（12月1日時点）

備蓄場所

※備蓄数量の基準…町の人口の5％程度（約1,200人）の2日分

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

災害時の物資の備蓄状況

保存食（アルファ米） 7,788食
水 9,360食
毛布 1,648枚
敷きマット 120巻
非常用排便処理用品 3,600セット
ウェットティッシュ 1,000パック

朝日地区 宮崎地区 越前地区 織田地区
越前町生涯学習センター

宮崎コミュニティセンター 越前コミュニティセンター 織田コミュニティセンター
朝日東部1号公園

四ヶ浦小学校 織田小学校朝日小学校
宮崎小学校

常磐小学校 城崎小学校 萩野小学校
糸生小学校

宮崎中学校 越前中学校 織田中学校朝日中学校

▲非常用排便処理用品（簡易トイレ） ▲防災倉庫

羽林　由鶴 氏

点
な
ど
で
啓
発
活
動
や
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

広報 えちぜん 12平成28年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん13 平成28年12月号

町からのお知らせ



防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

　

新
庄
住
宅
団
地
は
、近
隣
に
あ
さ
ひ
保
育
所
、

朝
日
小
学
校
、
朝
日
中
学
校
が
集
中
し
、
子
育

て
に
最
適
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

①
営
利
を
目
的
と
し
た
購
入
で
な
い
人

②
土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
3
年

以
内
に
住
宅
を
建
築
し
、
10
年
以
上
の
居

住
を
予
定
し
て
い
る
人

③
同
居
予
定
者
に
満
16
歳
に
満
た
な
い
子
が

い
る
人
、
ま
た
は
分
譲
希
望
者
に
配
偶
者

が
あ
り
、
当
該
分
譲
希
望
者
と
配
偶
者
の

年
齢
が
満
41
歳
に
満
た
な
い
人

新
庄
住
宅
団
地
分
譲
宅
地　

好
評
分
譲
中

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
定
住
促

進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、
先

着
順
と
し
ま
す
。

申
込
書
は
定
住
促
進
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
込
は
1
人（
1
世
帯
）
あ
た
り
1
区
画

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

街区 区画 地積（㎡）地積（坪） ㎡単価（円） 坪単価（円） 販売価格（円）

5
②
⑤
⑥

210.36
215.38
204.52

63.63
65.15
61.86

23,000
22,500
21,800

76,000
74,400
72,100

4,838,000
4,846,000
4,458,000

6 ① 239.02 72.30 23,700 78,300 5,664,000

7
②
⑦
⑪

209.28
214.00
220.36

63.30
64.73
66.65

24,400
24,200
24,900

80,700
80,000
82,300

5,106,000
5,178,000
5,486,000

8

②
③
⑤
⑥
⑨
⑪

200.04
200.03
200.02
199.93
200.03
221.26

60.51
60.50
60.50
60.47
60.50
66.93

24,200
24,200
25,700
24,700
24,400
25,200

80,000
80,000
85,000
81,700
80,700
83,300

4,840,000
4,840,000
5,140,000
4,938,000
4,880,000
5,575,000

販売価格表

男女共同参画・人権のとびら男男女女共共同同参参画画・人人権権ののととびびらら認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　11月26日、朝日多目的ホール（カメリアホール）
で「えちぜん男女共同参画のつどい」が開かれました。
　朝日地区民踊クラブとま～るく参画一座がオープニ
ングをかざり、金婚式を迎えられた朝日・宮崎・越前・
織田地区のご夫妻が宣言文をご唱和されました。
　また、越前町で初めて女性で区長になられた脇谷区
の米谷経子さんに、活動を通して感じたことや、男女
共同参画についての発表をしていただきました。
　講演会では、ラジオDJで大阪大学非常勤講師の山
本シュウさんを講師にお迎えし、「レモンさんの　We 
are シンセキ！～家族、地域の絆づくり～」と題して
ご講演いただきました。
　大阪府門真市出身で下町育ちの山本シュウさんは、
気さくで人情味溢れるお人柄。家族や地域をテーマに、
会場のみなさんも釘付けになるハートフルなお話しを
聴かせていただきました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

えちぜん男女共同参画のつどいが開かれました
～男

ひ

女
と

が輝く家族と地域～

Vol.6

▲朝日地区民踊クラブによる
　オープニング

◀講演では、会場
のみなさんが釘
付けになってい
ました

子育てに
ぴったり

5

公園
予定地

あさひ児童センター
朝日子育て支援センター

あさひ保育所

6

7

8

広報 えちぜん 14平成28年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん15 平成28年12月号

町からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　これからの季節、ストーブなどの暖房器具を使用する
機会も多くなり火災が発生しやすくなります。暖房器具
を使用する上で、危険なポイントを確認しましょう。

・外出時や寝る時は、必ず暖房器具のスイッチを切り
コンセントを抜く習慣を身につけましょう。

・暖房器具の周りは整理整頓し、燃えやすい物の近く
では使用しないようにしましょう。

・スプレー缶などを暖房器具の上や近くに置かないよ
うにしましょう。

・必ず火を消してから給油しましょう。

・電源プラグ、電源コードが傷んでないか確認しま
しょう。

消火器を使用するポイント
・消火器は、燃えている物をねらって使用しましょう。 

・姿勢を低くして使いましょう。

・燃えている物からは1.5～ 2ｍ離れて使用しましょう。 

・消火器で消火できる目安は、炎が天井に移るまでで
す。炎が天井に移ったら早めに避難し、119番通報
をしましょう。

消防署からのお知らせ

ストーブによる火災に注意 小さな火のうちは
十分に消火できます

　5・6月に設置希望調査を行いました防災行政無線戸別受信機の設置が始まります。設置までの流れは次のとおり
です。

設置までの流れ
①施工業者から各ご家庭に、工事日時のご相談の連絡があります。

②工事の日時が決まったら、工事の日までに本体と外付けアンテナの取付け位置を、ご家庭内でご相談しておいて
ください。

③施工業者がお宅にお伺いして、本体と外付けアンテナの取付け位置を確認したうえで工事を開始します。
　（取付け工事の時間は約3時間程度ですが、状況により変動することがあります。）

④工事完了後、施工業者が受信機の使用方法を説明します。最後に受信機の借用書に署名・捺印をいただいて作業終
了となります。

※事前の希望調査で設置を希望されなかった人で設置を希望される場合や、朝日地区で設置を希望される場合は、
防災安全課までご連絡ください。

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

宮崎地区での防災行政無線戸別受信機の設置が始まります

・「調査・施工業務証明書」を所持した業者がお伺い
します。

・機器代や設置費用は町が負担しますので、金銭な
どの請求はありません。ただし、コンセントの差
込口を増やす場合は、個人負担となります。

見　本



朝日総合運動場人工芝ホッケー場
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～10月8日㈪

A word from the international arena...

Vol.119
国際交流室から一言

町内小学生が福岡県みやま市へ行ってきました

チャリティーバザールを開きました

日本語講座のご案内

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　今年も越前町・みやま市児童交流事業により、11月4日から6日の3日間、町内の小学6年生16人
が福岡県みやま市を訪問し、みやま市の児童と交流活動を行いました。
　この交流は、平成6年に「幸若舞」の縁で旧朝日町と福岡県みやま市（旧瀬高町）が姉妹縁組を結
んだことをきっかけに、お互いの町の小学生が毎年相互の訪問交流を行っているものです。
　当日は、みやま市の関係者に出迎えていただき、みやま市の小学生との対面式が行われました。式
では、両市町の子ども達は緊張した表情でしたが、その後の交流ゲームや、翌日行われたウォークラ
リーなどの交流で一緒の時間を過ごすにつれ、お互いに打ち解け仲良くなり、友達との楽しい思い出
を作ることができました。
　最終日、JR瀬高駅でのお別れでは、短い期間でしたが一緒に過
ごしたみやま市の友達から、別れを惜しみながら見送りをしてい
ただき、帰途に就きました。
　年が開けた来年1月には、みやま市の児童訪問団が冬の体験に
越前町を訪れます。今度は、みやま市への交流に参加した越前町
の児童が、ホスト役となってみやま市の友達を迎え、友情を深め
る予定です。

　11月3日、食育フェスタ・いきいき健康フェアにあわせて、越前町国際交流協会のチャリティーバザー
ルを開きました。売上げ金5,100円は、難民支援機関の国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）に寄附
しました。ご協力ありがとうございました。

　外国人向けの日本語講座の受講生を募集しています。教科書を使った簡単な日本語と会話を中心にし
た講座です。お誘い合わせのうえ、お気軽にお越しください。

日　時　12月4日　午前8時30分～ 10時
　　　　以降、毎週日曜日（1月1日を除く）
　　　　（全6回）

場　所　越前町生涯学習センター

講　師　村田  千津子 氏
　　　　（日本語講師）

受講料　1回300円

平成28年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  10月16日～11月15日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成28年度　越前岬線歩道改修工事（その1） 梨子ヶ平 7,419,600 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課

平成28年度　越前岬線歩道改修工事（その2） 梨子ヶ平 3,110,400 ㈲ニューチップ 商工観光課

平成28年度　町道四ツ杉・山中線道路改良工事 下 山 中 1,833,840 ㈱ＫｉＫｉ 建 設 課

平成28年度　町道天王陣屋線道路改良工事 天 宝 3,107,160 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成27年度（繰）
町道血ヶ平梨子ヶ平線法面補修工事（その2）

血 ヶ 平・
梨子ヶ平 10,303,200 大門建設㈱ 建 設 課

平成28年度　町道梨子ヶ平八ツ俣線道路維持補修工事 梨子ヶ平 4,428,000 岬建設㈱ 建 設 課

平成28年度　町道沖田・笈松線道路改良工事（その12） 入 尾 2,332,800 オタ建設㈱ 建 設 課

平成28年度　公共下水道緊急通報装置更新工事 平等　外 2,516,400 越前電気㈱ 上下水道課

平成28年度　入尾笈松処理場緊急通報付流量計取替工事 入 尾 3,693,600 ㈱大生 上下水道課

平成28年度　旧宮崎商工会館解体工事 江 波 5,054,400 オタ建設㈱ 学校教育課

平成28年度　町営宮崎プール解体工事 江 波 5,616,000 ㈲ニューチップ スポーツ振興課

平成28年度　越前町人工芝ホッケー場改修工事 内 郡 159,624,000 ㈱大生 スポーツ振興課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

　

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
織
田
地
区
の
佐
々
木
湧
仁
さ
ん
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
中
学
1
年
生
の
と
き
に
、
妹
さ
ん
（
当
時
小
学
2
年
生
）

が
少
林
寺
拳
法
を
始
め
る
の
を
き
っ
か
け
に
、
一
緒
に
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
4
月
に
、「
第
2
回
福
井
県
中
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会
兼
第
10
回
全
国
中

学
生
少
林
寺
拳
法
大
会
福
井
県
選
考
会
」
の
「
男
子
単
独
演
武
」
で
最
優
秀
と
な

り
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
こ
と
が
1
番
の
思
い
出
で
、
全
国
大
会
で
は
、
ま
わ
り

の
選
手
は
黒
帯
ば
か
り
で
緊
張
し
た
そ
う
で
す
。

　

少
林
寺
拳
法
の
技
術
は
「
護
身
術
」
に
あ
た
り
、
大
き
く
分
け
て
柔
法
（
突
く
・

蹴
る
・
受
け
る
・
よ
け
る
）
と
剛
法
（
守
る
・
抜
く
・
投
げ
る
・
固
め
る
）
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。
佐
々
木
さ
ん
は
、「
基
本
を
し
っ
か
り
や
る
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

少
林
寺
拳
法
の
魅
力
を
聞
く
と
、「
柔
法
と
剛
法
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
座
学

を
通
じ
て
精
神
的
に
も
鍛
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
を
始
め
て
か
ら
は
、「
内
面
的
な
強
さ
を
身
に
つ
け
た
よ
う
に
感
じ

る
」
と
佐
々
木
さ
ん
の
ご
両
親
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
黒
帯
を
と
る
こ
と
」
と
宣
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
黒
帯
を
と

る
ま
で
に
は
、
同
じ
動
作
を
何
千
、
何
万
回
と
繰
り
返
し
、
長
い
時
間
を
か
け
て

地
道
に
練
習
を
重
ね
て
試
験
に
挑
み
ま
す
。
佐
々
木
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。

織田中学校3年

佐々木  湧
ゆ う

仁
と

さん
（織田地区　少林寺拳法）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

▲ゲームで仲良くなりました

▲幸若舞を披露してもらいました ▲幸若舞について学習しました ▲みんなでみかん狩りをしました
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町からのお知らせ



　

平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
を
対
象
に
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

平
成
29
年
1
月
8
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

場　

所　

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

　

越
前
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
8
年
か

ら
「
シ
ル
バ
ー
大
学
講
座
」（
年
7
回
）
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
要
望
に
沿
っ
た
講
座
内

容
（
政
治
や
時
の
話
題
・
落
語
・
寸
劇
・
演
奏
会
・

歌
謡
・
町
外
研
修
な
ど
）
に
努
め
、
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
で
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
１
０
０
〜
１
６
０
人
程
で
、
バ
ス
で

の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
盛
況
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
１
０
０

平
成
28
年
度
成
人
式
の
お
知
ら
せ

越
前
地
区
シ
ル
バ
ー
大
学
講
座

※
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
あ
れ
ば
、

住
民
登
録
が
無
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

２
０
０
０

▲大盛況の和文化教室

　

放
送
大
学
は
入
学
試
験
が
な
い
国
立
系
の
通

信
制
大
学
で
す
。
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
、
自
宅

で
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

て
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
ま
す
。生
涯
学
習
・
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
・
資
格
取
得
に
最
適
で
す
。
詳
し

い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学　

4
月
入
学
生
募
集　
〜
学
び
た
い
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す
〜

出
願
期
間　

12
月
1
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
29
年
3
月
20
日
（
必
着
）

問
合
せ
先　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

６
３
６
１

国の教育ローンは、多くのみなさんにご利用いただいている、
安心のサポートです。

使いみち
学校納付金（入学金、授業料など）、受験にかかった費用（受験料、交通費など）、
自宅外通学に必要な住居費用（敷金、家賃など）、教科書代、パソコン購入費、
通学費用、学生の国民年金保険料など

まずは、お気軽にご相談ください。

受付時間　月曜～金曜　午前9時～午後9時　　土曜日　午前9時～午後5時

問合せ先　教育ローンコールセンター　☎0570‒008656

お子さまの進学、在学を応援！　国の教育ローン

● 融資額 ● ● 返済期間 ● ● 金　利 ●
お子様1人につき

350万円以内
（今後1年間に必要とな
る費用が融資の対象）

15年以内 年1.90％
（固定金利）

（利息のみの返済
期間を含む）

（平成28年
5月10日現在）
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みんな集まれ

　

道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
「
冬
の
き
ら
き
ら
動
物
園
」

を
つ
く
り
、
11
月
23
日
に
点
灯
式
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
29
年
1
月
6
日
㈮
ま
で
の
期
間
、
午

後
5
時
か
ら
10
時
ま
で

点
灯
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
新
た
に
恐

竜
、
ら
く
だ
、
親
子
の

お
サ
ル
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
追
加
さ
れ
、

12
月
中
旬
か
ら
は
越
前

町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
の
子
ど
も
達
が

つ
く
っ
た
星
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
も
追
加
さ

れ
ま
す
。

　

優
し
い
灯
り
に
包
ま
れ
て
、
ジ
ャ
ズ
と
フ
ラ

メ
ン
コ
の
魅
惑
の
リ
ズ
ム
…
。

　

至
福
の
大
人
時
間
を
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

12
月
18
日
㈰　

午
後
6
時
〜

場　

所　

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
演
者　

白
井
淳
夫
＆
武
田
幸
夫
（
ジ
ャ
ズ
）

　
　
　
　

ス
ナ
フ
キ
ン
ズ
（
フ
ラ
メ
ン
コ
）

入
場
料　

無
料　

※
コ
ー
ヒ
ー
＆
ス
イ
ー
ツ
を
ご
用
意

し
ま
す
。（
有
料
）

問
合
せ
先　

宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
２‒

７
７
１
０

問
合
せ
先

　

朝
日
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　

☎
３
４‒

７
７
７
１

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
「
冬
の
き
ら
き
ら
動
物
園
」　
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜

あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６　
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜

▲新しいイルミネーションを作りました

▲冬の夜を彩ります

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
道
の
駅
「
越
前
」
は
2
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
感
謝
祭
を
開
き
ま
す
。

越
前
が
に
「
極
」
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
の
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日　
　

時　

12
月
4
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

問
合
せ
先　

道
の
駅
「
越
前
」

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

２
３
６
０

道
の
駅
「
越
前
」
2
周
年
感
謝
祭
の
ご
案
内

　

お
正
月
は「
文
歴
」
へ
行
こ
う
！
簡
単
な
ク

イ
ズ
に
答
え
る
だ
け
で
、
越
前
が
に
な
ど
が
当

た
る
抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

応
募
期
間
（
開
館
時
間
）

　

平
成
29
年
１
月
１
日
㈰
〜
３
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
開
館
は
資
料
館
の
み
で
、
併
設
の
図
書
館

織
田
分
館
は
休
館
し
ま
す
。

応
募
方
法

織
田
文
化
歴
史
館
で
国
宝
の
梵
鐘
な
ど
の
展

示
を
見
て
、
応
募
用
紙
に
書
か
れ
た
簡
単
な

ク
イ
ズ
に
答
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
当
選
者
の
発
表
は
、
商
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

織
田
文
化
歴
史
館
開
館
15
周
年
記
念
特
別
企
画　

お
正
月
開
館
の
ご
案
内

協　
　

賛

　

越
前
町
商
工
会
、（
一
社
）越
前
町
観
光
連
盟

問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６‒

２
２
８
８

日　
　

時　

12
月
4
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

テ
ー
マ　

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
生
態

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

第
2
回 

カ
ニ
塾
の
ご
案
内

入
館
料　

大　

人　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

３
０
０
円

問
合
せ
先　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

２
６
２
６



破れても夢は明日の糧になる 山田千栄子
好きなもの一つ増えてる孫の顔 松村　典子川 柳 好きなこと好きなもの食べ八十路坂 冨田コズヱ

まだまだと思った古希を子が祝う 渡辺　照子川 柳

12月の休館日　5・12・19・26・28～ 31 日　　開館時間　午前9時 ～午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　12月のイベント情報

第42回水仙まつり　連動企画

水仙と越前花器の甘いささやき展

凛とした立ち姿と薫り高さ。
「越前水仙」は日本の三大水仙群生地
の一つとして選ばれている越前町、そ
して福井県が誇る冬の花です。その水
仙とともに福井県を代表する「越前
焼」。越前焼の花器に水仙を活けるこ
の展示会は、越前焼と水仙の素朴な中
にもお互いの秘める想いが溢れ芳香が
漂う、華やかな展示会です。

会　期　12月10日（土）～25日（日）
　　　　（会期中休館日）12日・19日
時　間　午前9時～午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
入場料　無料

展示作品はご購入いただけます。すべ
て1点物となりますので、お早目にご
高覧ください。

越前陶芸村文化交流会館のクリスマスプレゼント企画として、日頃ご
好評いただいている「ピアノトレーニングプラン」をクリスマス特別
価格にて提供します。この機会に、世界のコンサートホールでも採用
されている STEINWAY＆ SONSのピアノでレベルアップしませんか。

開催日　12月22日（木）～ 25日（日）
時　間　午前9時～午後5時
料　金　1時間　1,000円
　　　　 （1日最大2時間まで）

※料金にはホール・ピアノ・
　音響反射板・空調使用料が
　含まれます。

受　付　12月7日（水）～
※電話受付のみとなります。直接ご来館または郵送での
お申込み、受付開始前のお申込みはお受けできません
のでご注意ください。

【ご利用にあたって】
ご利用は、個人での練習利用に限ります。営利目的、観客を伴
う利用、大人数での利用はできません。（ご利用の際の入場者は
5人までとします。）ホール内での飲食・喫煙は禁止です。その他、
係員の指示に従えない場合は、ご利用中であってもご利用をお断
りする場合があります。問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

STE I NWAY&SONSピアノトレーニングプラン

Xmasプレゼントフェア

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることがありますので、
ご了承ください。
※その他の番組の放送予定は、電話または丹南ケー
ブルテレビのホームページでご確認ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　  ☎51－0101   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　  URL／ http：//www.t-catv.co.jp

12月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※越前町いきいき情報局のバック
ナンバーは、町ホームページ
からご覧いただけます。

図　書　館　だ　よ　り

第11回越前町図書館本の帯コンクール優秀賞受賞者
　町内の小学3年生から中学2年生まで募集をしたところ、1,002点の応募がありました。
　審査の結果、次のみなさんが優秀賞に選ばれました。

問合せ先　町立図書館 ☎34‒0395　宮崎分館 ☎32‒7712　越前分館 ☎37‒7713　織田分館 ☎36‒2288

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
第42回水仙まつり
【12月10日㈯～12月23日㈮】
冬の対策は万全に
【12月24日㈯～1月6日㈮】

12月はスマイルプログラムを一挙再放送
■ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
陶の谷保育所【23日㈮】

■ 「Jr.＋（ジュニアプラス）」
軟式少年野球チーム織田 JBC【17日㈯】
はぎの保育園ちびっこフェスティバル【20日㈫】
朝日中学校男子 ･女子ホッケー部【21日㈬】
EchizenHOMES2ホッケースポーツ少年団【29日㈭】
宮崎中央保育所お魚体験【31日㈯】

■ 「おたっしゃ珍道中」
秋の越前海岸いっぺんいってこさ【25日㈰】

■ 「丹南歴史探訪」
白山信仰の源流　越知山再興を夢見て【30日㈮】

■ 「Jr.＋（ジュニアプラス）」
四ヶ浦スポーツ少年団バレーボール
【12月3日㈯～12月9日㈮】

　

水
仙
の
見
ご
ろ
を
迎
え
る
、
12
月
か
ら
1
月

の
間
に
、「
第
42
回
水
仙
ま
つ
り
」
が
越
前
町
・

南
越
前
町
で
開
か
れ
ま
す
。

　

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
や
道
の
駅
「
越
前
」
な
ど

で
は
水
仙
に
ち
な
ん
だ
体
験
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
期
間
中
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
越
前
町
で
は
、「
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ

ア
」が
道
の
駅「
越
前
」で
開
か
れ
ま
す
。
水
仙

娘
の
手
渡
し
に
よ
る
越
前
水
仙
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、

越
前
が
に
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
特
産
品
の
販

売
が
行
わ
れ
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大

会
な
ど
楽
し
い
企
画
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

第
42
回
水
仙
ま
つ
り
の
ご
案
内

第
42
回
水
仙
ま
つ
り

会　

期　

12
月
17
日
㈯
〜

　
　
　
　

平
成
29
年
1
月
23
日
㈪

水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア

開
催
日　

1
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

場　

所　

道
の
駅
「
越
前
」

問
合
せ
先　

越
前
海
岸
観
光
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

１
２
３
４

　優秀作品は各図書館で次の期間巡回展示します。

展示期間
　平成28年12月 3 日（土）～ 13日（火）　越 前 分 館
　平成28年12月17日（土）～ 27日（火）　織 田 分 館
　平成29年 1 月 7 日（土）～ 17日（火）　町立図書館
　平成29年 1 月21日（土）～ 31日（火）　宮 崎 分 館

（順不同・敬称略）
学　　年 氏　　名 学　校　名

小学校3年生

谷　　　悠　帆 朝 日 小 学 校
中　谷　涼　乃 常 磐 小 学 校
藤　野　柊太朗 常 磐 小 学 校
田　中　鈴　乃 織 田 小 学 校
上　田　朱　里 萩 野 小 学 校

小学校4年生

佐々木　　　桜 朝 日 小 学 校
近　藤　花　音 朝 日 小 学 校
牧　野　優　里 朝 日 小 学 校
高　原　琉　維 宮 崎 小 学 校
伊　部　愛　唯 萩 野 小 学 校
宮　原　佳　鈴 萩 野 小 学 校

小学校5年生

青　山　美　冬 朝 日 小 学 校
齊　藤　由　佳 朝 日 小 学 校
武　藤　明　花 宮 崎 小 学 校
小　林　緋　菜 四ケ浦小学校
藏　元　真莉奈 城 崎 小 学 校

学　　年 氏　　名 学　校　名

小学校6年生

内　山　桜　伽 朝 日 小 学 校
松　葉　　　葵 糸 生 小 学 校
鷲　田　未　来 宮 崎 小 学 校
八　田　　　結 四ケ浦小学校
林　　　頌　馬 織 田 小 学 校

中学校1年生

佐々木　楽　愛 朝 日 中 学 校
中　村　朋　香 朝 日 中 学 校
松　田　和　花 朝 日 中 学 校
上　野　楓　花 宮 崎 中 学 校
高　原　　　駿 宮 崎 中 学 校
親　崎　智　乃 越 前 中 学 校

中学校2年生

倉　内　心　愛 朝 日 中 学 校
正　木　未　来 朝 日 中 学 校
歸　山　莉　瑠 宮 崎 中 学 校
鈴　木　詩　織 宮 崎 中 学 校
竹　内　友　花 越 前 中 学 校
山　内　亜衣理 織 田 中 学 校

町立図書館で所蔵していた雑誌などを無償提供します。
期　　間 12月3日（土）～ 25日（日）
場　　所 町立図書館カウンター前
提供雑誌 平成26年4月号～平成27年3月号

オレンジページ、趣味の園芸、芸術新潮など

無料古本市のご案内

広報 えちぜん 20平成28年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん21 平成28年12月号

得々情報



勿体ないまだまだ着れる衣料品 山谷　ゆり
好きだった過去形のまままだ夫婦 司辻　文子川 柳 新聞紙を破り長さを競い合う 武藤　久子

好きなこと長続きする秘訣かも 山内　千代川 柳

こちら健康増進係第17回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

　先月は ｢腎臓の仕事｣ についてお話ししました。今月は ｢腎臓を守る｣ ためのお話しをします。
まずは自分の腎臓の働きを見ることが必要です。主な検査は次の2つです。

　最後に日頃の生活習慣で腎臓は守ることができます。腎臓を守るポイントは下記のとおりです。

　さらに、詳しく食事などについてご相談されたい人は、ぜひお問い合せください。

①必要な薬以外は飲まない・使わない
②肥満を解消する（体格指数25未満）
③血圧を管理する（130／80mmHg以下）
④血糖を管理する（HbA1c6.9％未満）
⑤脂質を管理する（LDLコレステロール値120mg／dl 以下）
⑥減塩に努める（6g未満／日）
⑦禁煙に努める

⑧アルコールの適正摂取に努める
⑨たんぱく質をとり過ぎない
⑩おしっこを我慢しない
⑪ウォーキング程度の適度な運動をする
⑫風邪をひかない（体を清潔にする）
⑬早寝早起き・十分な睡眠・休養をとる
⑭ストレスをためない

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

腎　臓　を　守　ろ　う

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

　「ありがとう」という言葉は、子どもだけでなく大人になってからも自分を支えてくれる大切な言葉です。
家族や地域の人が『優しい手』『あたたかい手』『強い手』『支える手』を差し伸べてくれた時は、感謝の気持ち
を込めて「ありがとう」の言葉を忘れずに伝えましょう。また、自分自身にも夜寝る前に「今日も一日よく
がんばったね。お疲れ様。ありがとう」と、ねぎらいの言葉をかけてみてください。がんばったことをいろ
いろ思い出せば、きっと明日への活力につながります。

『自分が必要とされている』と
実感できる

　家族の気安さから言うべきことを忘れて
しまいがちですが、「親は子どもの鏡」とい
います。パパやママの感謝の気持ちをたく
さん受け取った子どもは、周りの人に必要
とされることを喜び、充実感を味わうこと
ができます。そして「またやってみよう、
がんばろう」と意欲的に取り組み、自分か
らも感謝の気持ちを伝えることができま
す。お手伝いをしてくれたとき、気遣って
くれた時など、素直に感謝の気持ちを言葉
で伝えることを習慣にしましょう。

思いやりの心をはぐくむ

　自分がしてもらって嬉しかったことを他の人にして
あげたら喜んでもらえる、ありがとうと言われて心が
温かくなるという経験が思いやりの心をはぐくみます。

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日　
　

時　

12
月
13
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
の
発
達
相
談
会
」
の
ご
案
内

対
象
者　

18
歳
未
満
の
人

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　

約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談

料　
　

金　

無
料

申
込
み　

予
約
制

問
合
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
み
な

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
27
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
ご
案
内

場　
　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

内　
　

容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

相
談
時
間
は
、
一
人
45
分
程
度

　
　
　
　
　
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み　

予
約
制
（
匿
名
可
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

町
の
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
受
診
券
の
有

効
期
限
は
平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で
で
す
。
次

の
場
所
で
は
、
休
日
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
要
予
約
）

場
所
・
日
時

　

越
前
町
役
場

　
　

12
月
18
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
〜
10
時

　
　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
福
井
市
真
栗
町
）

　
　

12
月
25
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　
　

1
月
22
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　
　

※
両
日
と
も
乳
が
ん
の
み

　
　
☎
０
７
７
６‒

９
８‒

８
０
０
３

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
休
日
に
受
け
ら
れ
ま
す

　

福
井
県
済
生
会
病
院

　
　

1
月
22
日
㈰　

午
前
8
時
30
〜
11
時

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
８‒

８
５
１
３

　
　

※
乳
が
ん
の
み

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
柳
荘
（
越
前
市
家
久
町
）

　
　

1
月
28
日
㈯　

午
後
1
時
〜
2
時

　
　

☎
２
２‒

４
１
３
５（
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

対　
　

象　

乳
が
ん
検
診
40
歳
以
上
、
子
宮
頸

　
　
　
　
　

が
ん
検
診
20
歳
以
上

　
　
　
　
　
（
前
年
度
に
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
）

料　
　

金　

各
千
円

　
　
　
　
　
（
越
前
町
が
発
行
す
る
受
診
券
を
使
用
の
場
合
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
０

大切な魔法の言葉「ありがとう」

【尿検査】
　保育所や学校、職場などの健診で必ず実施している検査です。たんぱくや糖、潜血を調べます。先月
お話ししたように、たんぱく質や糖、赤血球は体に必要なため、おしっことして出ない仕組みになって
います。それなのに、おしっこに出てきた場合は、細い血管が傷つき正しく機能していないサインにな
ります。特に、健診でたんぱくが陽性（＋以上）の人は再検査が必要です。

【eGFR（推算糸球体ろ過量）】
　血液検査の血清クレアチニン値と年齢と性別で計算した値で、腎臓でいらないものを捨てる力を調べ
ることができます。 
　クレアチニンは老廃物なのでおしっことして捨てられますが、血液中に多いということは腎臓の働き
が悪くて、老廃物を捨てることが十分にできなくなっていると考えられます。　
　血清クレアチニン値は町や職場の健診で実施している項目ですので、ご自分でeGFRの値を計算する
ことができます。（日本慢性腎臓病対策協議会ホームページのGFR自動換算機能を使うと便利です。）

http://j-ckdi.jp/ckd/check.html　　　　　　

　ご自分のeGFRの値から、腎臓がどれくらい働いているのか確認してみましょう。
また、eGFRの値は20歳のときを100％とすると、加齢とともに3年で1％下がるといわれています。
毎年、健診を受診することで低下速度も確認することができます。

腎臓を守るポイント

集団健診日程のご案内 （12月実施分） ●印の検診は予約です。電話または
町ホームページからご予約ください。

健　診　日 受付時間 会　場　名 健康診査 肺がん
検診

胃がん
検診（※）

乳がん
検診

子宮頸
がん検診

大腸がん検診はすべての検診時間内で配布・回収します。

12月 7 日（水）  8 ：30 ～ 10：00 織田農村環境改善センター
「サンライズ織田」 ● ● ●

12月18日（日）  8 ：30 ～ 10：00 越前町役場 ● ● ● ● ●
※集団の胃がん検診はバリウム透視のみ 今年度、最後の

集団健診です。

広報 えちぜん 22平成28年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん23 平成28年12月号

健康な暮らしのために



秋が好き夕焼け空がもっと好き 木下百合子川 柳 好き嫌い無く健康に感謝する 向当みつ子
張りつめた空気を破る笑い声 原　　榮子川 柳 広報 えちぜん 24平成28年12月号広報 えちぜん25 平成28年12月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

あさがお保育園 12月13日（火） 34－1110

あ さ ひ 保 育 所 12月14日（水） 34－0081

朝 日 西 保 育 所 12月14日（水） 34－5602

朝 日 南 保 育 所 12月20日（火） 34－1614

宮崎中央保育所 12月13日（火） 32－2067

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

小 曽 原 保 育 所 12月22日（木） 32－2039

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 わ せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（11月1日現在）

　

11
月
6
日
に
行
わ
れ
た
越
前
が
に
の
初
競
り
。

こ
の
日
、
町
で
水
揚
げ
さ
れ
た
最
上
級
ブ
ラ
ン
ド

の
「
極
」
4
匹
の
う
ち
の
1
匹
で
す
。

　
「
極
」
は
、
重
さ
1
・
5
キ
ロ
（
県
の
基
準
で
は

1
・
3
キ
ロ
）
以
上
、
甲
羅
幅
14
・
5
セ
ン
チ
以
上
、

爪
幅
3
セ
ン
チ
以
上
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
雄
の

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
み
で
、
1
シ
ー
ズ
ン
の
水
揚
げ
量

全
体
の
約
0
・
5
％
に
満
た
な
い
と
い
う
、
海
の

神
に
導
か
れ
な
い
と
出
会
え
な
い
、
食
の
ブ
ラ
ン

ド
越
前
が
に
の
中
で
も
ま
さ
に
極
め
つ
け
の
ブ
ラ

ン
ド
で
す
。

　

今
年
か
ら
、
越
前
町
で
水
揚
げ
さ
れ
た
「
極
」

に
は
、
越
前
焼
で
作
ら
れ
た
専
用
メ
ダ
ル
が
付
け

ら
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
の
高
級
感
を
よ
り
高
め
て
い
ま

す
。「
極
」
を
食
べ
た
記
念
と
し
て
も
残
り
ま
す
。

　

ま
た
、
越
前
が
に
に
付
け
ら
れ
る
黄
色
い
タ
グ

に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
越
前
が

に
漁
の
様
子
が
動
画
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
も
う
す
ぐ
終
り
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
来
年
の
広
報
え
ち
ぜ
ん
の
構
成
を
考
え
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
が
つ
く
る
広
報
委
員
会
で
も
毎
年
話
題
に

な
る
の
が
、
巻
末
の
え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。

　

せ
っ
か
く
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
な
の
で
カ
レ
ン

ダ
ー
を
な
く
し
て
、
写
真
が
入
っ
た
連
載
も
い
い

か
と
思
い
ま
す
し
、
広
告
を
掲
載
す
る
の
も
い
い

か
と
も
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま

す
か
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由

意
見
欄
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人　口 22,461人

　男 10,871人
　女 11,590人
世帯数 7,320戸

（前月より11人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

気
比
庄 

塚
本　

雪
子
さ
ん
（
87
歳
）

田　

中 

増
田
み
さ
を
さ
ん
（
96
歳
）

横　

山 

山
内　

秀
夫
さ
ん
（
76
歳
）

下
糸
生 

和
田　
　

等
さ
ん
（
90
歳
）

中　

野 

中
上　

秋
良
さ
ん
（
89
歳
）

古　

屋 

前
川　

昌
一
さ
ん
（
81
歳
）

樫　

津 

近
藤　

久
子
さ
ん
（
93
歳
）

樫　

津 

竹
内　

正
作
さ
ん
（
72
歳
）

八　

田 

河
合　

子
さ
ん
（
90
歳
）

梨
子
ヶ
平 

和
田
千
代
子
さ
ん
（
84
歳
）

小　

樟 

澤　
　

貫
一
さ
ん
（
92
歳
）

　

厨 

菅
原
チ
ヱ
子
さ
ん
（
90
歳
）

茂　

原 

山
本
美
代
子
さ
ん
（
91
歳
）

高　

佐 

奥
出
サ
ゝ
ノ
さ
ん
（
100
歳
）

高　

佐 

竹
内
キ
ヨ
子
さ
ん
（
96
歳
）

市　

場 

林　

マ
サ
ヲ
さ
ん
（
87
歳
）

　

中 

水
島　

一
三
さ
ん
（
86
歳
）

桜　

谷 

伊
藤　

吉
秋
さ
ん
（
89
歳
）

赤
井
谷 

佐
々
木
信
治
さ
ん
（
79
歳
）

赤
井
谷 

渡
辺
ア
キ
ヲ
さ
ん
（
100
歳
）

編
集
後
記

佐
々
生 

出で

口ぐ
ち　

愛ら
い

翔と

（
義
昭
、
男
）

金　

谷 

髙た
か

橋は
し　

隼は
や

士と

（
大
貴
、
男
）

小
曽
原 

多た

田だ　

莉り

杏あ

（
直
樹
、
女
）

樫　

津 

姉あ
ね

﨑ざ
き　

奏そ
う

空た

（
誠
、
男
）

梅　

浦 

須す

磨ま　

知ち

咲さ
き

（
俊
介
、
女
）

梅　

浦 

須す

磨ま　

未み

來ら
い

（
俊
介
、
女
）

小　

樟 

山や
ま

下し
た　

凱か
い

士と

（
富
士
夫
、男
）

上　

野 

水み
ず

嶋し
ま　

　

紬
つ
む
ぎ（

康
志
郎
、女
）

三　

崎 

河か
わ

上か
み

悠ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
明
亨
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
4242

―
越
知
山

―
越
知
山  

編
―
編
―

越お

知ち

山
の
山
頂
か
ら
展
望
台
へ
向
か
う
。

学
Ｈ 

こ
こ
は
、越
知
山
の
展
望
台
で
す
。

Ｅ
子 

わ
ぁ
、す
ご
い
景
色
！

学
Ｈ 

左
手
の
方
に
見
え
る
白
い
山
が
、白
山
で
す
。

Ｅ
子 

泰た
い

澄ち
ょ
う

大だ
い

師し

ゆ
か
り
の
。

学
Ｈ 

そ
う
で
す
。
泰
澄
が
１
３
０
０
年
前
に
こ
の
景
色

を
見
て
、白
山
を
目
指
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
う
し
て
泰
澄
は
白
山
に
行
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｈ 

泰
澄
の
生
涯
を
記
し
た
伝
記
に
よ
る
と
、
夢
の
中

に
貴
い
女
性
が
現
れ
て
、泰
澄
を
導
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

女
性
が
？

学
Ｈ 

白
山
の
女
神
で
す
。
そ
の
年
が
７
１
７
年
4
月
1

日
で
、泰
澄
は
36
歳
の
と
き
で
す
。

Ｅ
子 

だ
か
ら
来
年
の
２
０
１
７
年
が
、白
山
開
山
１
３
０
０

年
な
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

は
い
。
伝
記
に
よ
る
と
、
白
山
に
登
る
前
に
、
ま
ず

林り
ん

泉せ
ん

と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
、再
び

女
神
が
現
れ
て
、自
分
の
正
体
を
明
か
し
ま
す
。

Ｅ
子 

な
ん
か
、ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。

学
Ｈ 

そ
の
正
体
と
い
う
の
が
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
な

ん
で
す
。

Ｅ
子 

あ
っ
知
っ
て
ま
す
。
日
本
神
話
に
出
て
く
る
イ
ザ

ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
。

学
Ｈ 

な
ぜ
か
女
神
の
正
体
は
イ
ザ
ナ
ミ
な
の
で
す
。
イ

ザ
ナ
ギ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
…
。
そ
れ
か
ら

イ
ザ
ナ
ミ
は
本
当
の
正
体
を
隠
す
と
い
う
か
、
思

わ
せ
ぶ
り
な
そ
ぶ
り
で
、
真
の
姿
は
白
山
の
山
頂

に
あ
る
か
ら
礼
拝
し
な
さ
い
と
言
い
ま
す
。
そ
し

て
泰
澄
は
白
山
の
山
頂
に
行
き
ま
す
。

Ｅ
子 

本
当
の
正
体
！
ま
す
ま
す
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。

学
Ｈ 

泰
澄
は
山
頂
に
到
着
し
て
一
生
懸
命
に
念
じ
る
と
、

翠み
ど
り

ヶが

池い
け

か
ら
九く

頭ず

竜り
ゅ
うが
現
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

イ
ザ
ナ
ミ
で
は
な
く
て
。

学
Ｈ 

泰
澄
は
女
神
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
の
姿
を

現
せ
、
と
責
め
立
て
る
と
、
十
一
面
観
音
に
変
化
し

ま
す
。

Ｅ
子 

十
一
面
。
九
頭
竜
と
い
い
、
十
一
面
と
い
い
、
頭
が

い
っ
ぱ
い
。

学
Ｈ 

不
思
議
な
話
で
す
が
、
難
し
い
用
語
で
い
う
と
、
本ほ

ん

地じ

垂す
い

迹じ
ゃ
くと
言
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

の
話

な
の
で
す
。

Ｅ
子 

う
ー
ん
。

学
Ｈ 

難
し
い
で
す
ね
。
簡
単
に
言
う
と
、
泰
澄
は
神
と
仏

を
、
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
た
と
い
っ
た
感
じ
で

し
ょ
う
か
。

Ｅ
子 

イ
ザ
ナ
ミ
と
い
う
神
様
の
本
当
の
姿
が
、
十
一
面

観
音
と
い
う
仏
様
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

学
Ｈ 

そ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
う
い
え
ば
大お

お

谷た
ん

寺じ

で

万ま
ん

灯と
う

会え

と
い
う
行
事
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
見
に

行
き
ま
し
ょ
う
か
。
女
神
の
本
当
の
姿
が
十
一
面

観
音
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
な
仏

像
が
見
ら
れ
ま
す
よ
。

ふ
た
り
は
大
谷
寺
に
到
着
す
る（
写
真
1
）。

Ｅ
子 

す
ご
い
数
の
人
で

す
。
ロ
ウ
ソ
ク
が

い
っ
ぱ
い
。

学
Ｈ 

大
谷
寺
は
一
か
寺

で
所
蔵
す
る
文
化

財
の
数
で
は
、
県

内
随
一
で
す
。
今

日
は
宝
物
館
の
扉

が
開
い
て
い
ま
す

ね
。
奥
の
方
に
見

え
る
の
が
十
一
面

観
音
で
、
秘
仏
で

す（
写
真
2
）。

Ｅ
子 

と
て
も
荘
厳
な
感

じ
が
し
ま
す
。

　

泰
澄
に
関
す
る
伝
記
と
し
て
、鎌
倉
時
代
末
期
に
成
立
し
た『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』巻
一
五

の「
越
知
山
泰
澄
」が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。『
元
亨
釈
書
』は
、
臨
済
宗
の
僧
・
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん（
一
二
七
八
〜
一
三
四
六
）
が
著
し
た
日
本
初
の
仏
教
通
史
で
、
全
三
〇
巻

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）、
師
錬
が
鎌
倉
の
建
長
寺
を
訪
れ
た

際
、
住

じ
ゅ
う

持じ

で
あ
る
一い

っ

山さ
ん

一い
ち

寧ね
い（
一
二
四
七
〜
一
三
一
七
）よ
り
、
日
本
の
名
僧
の
事
績

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
師
錬
は
満
足
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に

恥
を
か
き
、『
元
亨
釈
書
』の
執
筆
を
決
意
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
『
元
亨
釈
書
』
は
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に
朝
廷
に
上
程
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
書

名
に
「
元
亨
」
と
い
う
年
号
が
冠
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
著
名
な
僧
侶
の
事
績
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
泰
澄
は
越
知
山
の
僧
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
伝
記
を
編
纂
し
た

過
程
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
奥
書
に
見
え
ま
す
。

賛
に
曰
く
。
予
の
此
の
書
を
修
す
る
や
、
広
く
諸
記
を
索
む
。
澄
師
の
事
を
得

る
も
の
多
し
。
其
の
間
、
恠か

い

誕た
ん

寡す
く

な
か
ら
ず
。
弊へ

い

朽き
ゅ
うせ
る
一
軸
あ
り
。
後
に
題

し
て
云
く
、天
徳
二
年
、浄
蔵
の
門
人
神
興
、口
授
を
受
け
て
伝
を
作
る
と
。
蔵

公
の
霊
応
博
究
な
り
。
思
う
に
、神
興
の
聞
く
所
、妄
な
ら
じ
。
今
の
撰
纂
は
こ

れ
を
興
の
伝
に
采
れ
り

　

泰
澄
伝
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
虎
関
師
錬
は
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
た
数
々
の
資

料
を
収
集
し
ま
し
た
。
誤
っ
た
内
容
の
も
の
も
多
く
、
ど
れ
が
真
実
を
伝
え
る
も
の

か
苦
慮
し
た
師
錬
の
姿
を
想
像
で
き
ま
す
。
そ
の
中
に
「
弊へ

い

朽き
ゅ
うせ
る
一
軸
」
が
あ
り

ま
し
た
。
か
な
り
、
傷
ん
だ
巻
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
天
徳
二
年
（
九
五
八
）、
天

台
宗
の
高
僧
・
浄
蔵（
八
九
一
〜
九
六
四
）が
口
授
し
た
内
容
を
、門
人
で
あ
る
神
興

が
記
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、
師
錬
は
泰
澄
の
伝
記
を
書
き

上
げ
ま
し
た
。

　
『
元
亨
釈
書
』の「
越
知
山
泰
澄
」に
は
、
泰
澄
の
誕
生
、
幼
少
期
、
越
知
山
で
の
修

行
、臥
行
者
・
浄
定
行
者
と
の
出
会
い
、元
正
天
皇
の
治
療
、天
然
痘
の
治
癒
、白
山

で
の
妙
理
大
菩
薩
感
得
、
行
基
と
の
出
会
い
、
晩
年
と
遷せ

ん

化げ

な
ど
に
つ
い
て
の
記
載

が
見
え
ま
す
。
多
く
の
記
事
は
、
金
沢
文
庫
本『
泰
澄
和
尚
伝
記
』の
内
容
と
一
致
し

ま
す
が
、
新
潟
県
国く

上が
み

山や
ま

や
奈
良
県
葛か

つ
ら

城ぎ

山さ
ん

を
舞
台
と
し
た
伝
承
な
ど
、
独
自
の
も

の
を
採
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
白
山
開
山
に
つ
い
て
の
詳
細
を
巻
一
八
「
白
山
明

神
」で
記
し
て
い
る
こ
と
も
、『
元
亨
釈
書
』の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
を
通
じ
て
、
泰
澄
伝
の
記
述
は
客
観
的
で
、
師
錬
の
考
え
と
伝
記
の
箇
所
は

明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
現
在
の
文
献
学
者
の
よ
う
に
、
原
典
資

料
を
正
確
に
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、『
元
亨
釈
書
』
の
「
越
知
山

泰
澄
」は
、泰
澄
研
究
に
お
け
る
基
礎
資
料
の
ひ
と
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

村
上
雅
紀
）

泰
澄
の
伝
記
１　
『
元
亨
釈
書
』

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
三
十
四
回

写真2 写真1

学芸員Ｈ

Ｅ子



S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集

み
ん
な
主
人
公  

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

第
17
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
4
回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
テ
ラ
ン
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
12
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

第
12
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
12
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会

２
０
１
６
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

越
前
町
チ
ー
ム　
大
健
闘
！

　
11
月
12
日
・
13
日
、
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
と

越
前
町
営
朝
日
総
合
運
動
場（
町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
）

で
、
第
17
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人

制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら

男
子
21
チ
ー
ム
、
女
子
18
チ
ー
ム
、
約
７
０
０

人
の
選
手
が
参
加
し
公
式
戦
と
交
流
戦
で
白
熱
プ

レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
公
式
戦
で
は
、
優
勝
を
目
指
し
福
井
県
チ
ー
ム

も
健
闘
し
ま
し
た
が
、
男
子
は
3
回
戦
で
強
豪
島

根
県
に
1
対
2
で
、
女
子
も
同
じ
く
3
回
戦
で
岡

山
県
に
0
対
1
の
僅
差
で
敗
れ
、
準
決
勝
進
出
を

逃
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
17
年
か
ら
多
く
の
協
力
員

の
み
な
さ
ん
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
12
年
連
続
で

越
前
町
が
開
催
地
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も

約
３
０
０
人
の
協
力
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
運

営
で
全
国
か
ら
参
加
し
た
選
手
を
も
て
な
し
ま
し

た
。
会
場
に
作
ら
れ
た
交
流
テ
ン
ト
で
は
、
無
料

で
配
布
さ
れ
た
豚
汁
を
味
わ
い
な
が
ら
、
選
手
た

ち
は
楽
し
そ
う
に
交
流
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
優
　
勝
　
栃
木
県
（
初
優
勝
）

　
女
子
の
部

　
　
優
　
勝
　
滋
賀
県
（
6
年
ぶ
り
5
回
目
）

　
10
月
2
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
4
回
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
テ
ラ
ン
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
か
れ
、
65
歳
以
上

で
北
信
越
各
県
の
愛
好
者
20
チ
ー
ム（
90
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優
　
勝　
田　
中　
Ｂ
（
朝
日
地
区
）

　
準
優
勝　
越　
　
　
前
（
越
前
地
区
）

　
第
3
位　
高
岡
黒
新
Ａ
（
富
山
県
）

　

10
月
13
日
、
小
曽
原
農
村
広
場

で
、
第
12
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン

ク
大
会
が
開
か
れ
、
１
４
３
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優
　
勝　
栃
川
Ｂ（
朝
日
地
区
）

　
準
優
勝　
気
比
庄
Ｂ（
朝
日
地
区
）

　
第
3
位　
日
本
海（
越
前
地
区
）

　

11
月
6
日
、
泰
澄
の
杜
す
ぱ
ー
く

朝
日
で
、
第
12
回
越
前
町
議
会
議
長

杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

れ
、
町
内
か
ら
10
チ
ー
ム（
60
人
）が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優
　
勝　
オ
タ
イ
コ
（
織
田
地
区
）

　
準
優
勝　
上
糸
生
（
朝
日
地
区
）

　
3
　
位　
気
比
庄
（
朝
日
地
区
）

　

9
月
24
日
、
越
前
陶
芸
村
ス
ポ
ー

ツ
広
場
で
、
第
12
回
越
前
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会
が
開

か
れ
、
町
内
か
ら
１
５
５
人
（
男
子

96
人
・
女
子
59
人
）
が
参
加
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
　
子

　
　
優
　
勝　
山
内　
敏
行

　
　
準
優
勝　
堤　
　
邦
夫

　
　

3
　
位　
真
田　
政
雄

　
　

4
　
位　
佐
藤
文
一
郎

　
　

5
　
位　
西
尾　
佳
久

　
女
　
子

　
　
優
　
勝　
古
川　
文
枝

　
　
準
優
勝　
三
谷
三
重
子

　
　

3
　
位　
三
木　
文
子

　
　

4
　
位　
山
内　
節
子

　
　

5
　
位　
加
藤
智
恵
子

　
9
月
25
日
、
大
野
ふ
れ
あ
い
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
テ
ニ

ス
競
技
一
般
男
子
の
部
に
出
場
し
た
橋
谷
和
樹
さ
ん
・
武
内
大

和
さ
ん
ペ
ア
が
第
1
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
23
日
、
福
井
県
立
ク
レ
ー
射
撃
場
で
、
ク
レ
ー

射
撃
団
体
の
部
に
出
場
し
た
䋆
谷
文
夫
さ
ん・青
柳
良
彦
さ
ん・

南
田
政
夫
さ
ん
・
南
田
昌
宏
さ
ん
も
第
1
位
に
輝
き
、
越
前
町

チ
ー
ム
は
大
活
躍
で
し
た
。

▲左から山内さん、加藤さん、
　三木さん、三谷さん、古川さん

第
11
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
31
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
11
回

越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。町
内
か
ら
１
２
６
人（
男

子
86
人
・
女
子
40
人
）
が
参
加

し
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
　
子

　
　
優
　
勝
　
芳
野　
正
義

　
　
準
優
勝　
谷
口　
　
林

　
　

3
　
位　
青
木　
廣
榮

　
　

4
　
位　
西
尾　
佳
久

　
　

5
　
位　
谷
野　
信
春

　
女
　
子

　
　
優
　
勝　
高
橋　
悦
子

　
　
準
優
勝　
古
川　
文
枝

　
　
3
　
位　
阿
蘇
谷
末
子

　
　

4
　
位　
西
川　
栄
子

　
　

5
　
位　
坂
下
美
知
恵

▲左から高橋さん、古川さん、阿蘇谷さん、
　西川さん、坂下さん

▲左から芳野さん、谷口さん、青木さん、
　西尾さん、谷野さん

▲左から真田さん、堤さん、山内さん

▲今から頑張るぞ ~！

▲入賞したみなさん

▲優勝したオタイコチームのみなさん ▲左から　南田（昌）さん、青柳さん、南田（政）さん、䋆谷さん

▲応援の声にも熱が入ります

▲　多くの観客が見守る中、熱戦を繰り広げました　▲

▲交流テントで豚汁を配布しました

▲橋谷さん（左）、武内さん（右）

▲優勝した田中Ｂチームのみなさん

※ペタンクは、2年後の福井
しあわせ元気国体のデモン
ストレーションスポーツ
で、越前町で行われます。
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え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

12
月
1日

〜
12
月
31
日

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
／

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報

 え
ち

ぜ
ん

　
N
o.143

平
成

28年
1

2
月

1
日

発
行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
離
乳
食
教（
前
期
）予
約
制

10
:0
0
～
12
:0
0

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

3

4

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

5
結
婚
相
談

13
:3
0
～
16
:0
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

6
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
:0
0
～
16
:0
0

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

7
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

　
　
　
　
　
　

8
9
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

10

11

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

12
結
婚
相
談

13
:3
0
～
16
:0
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

13
子
ど
も
の
発
達
相
談
会

（
予
約
制
）

13
:0
0
～
16
:0
0

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
:0
0
～
16
:0
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

14
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

15
16
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

17

18

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

19
結
婚
相
談

13
:3
0
～
16
:0
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

20
3歳
児
健
診

13
:3
0
～
16
:0
0

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
:0
0
～
16
:0
0

越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
）

21
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

22
介
護
お
は
な
し
会

13
:0
0
～
15
:0
0

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

23
天
皇
誕
生
日

子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4　
　
　
　
　
　

24

25
結
婚
相
談

13
:3
0
～
15
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

26
27
心
を
い
や
す
相
談
会

（
予
約
制
）

13
:3
0
～
16
:0
0

越
前
町
役
場
　
別
館

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
:0
0
～
16
:0
0

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

28
子
育
て
サ
ロ
ン

9:
30
～
11
:3
0

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

29

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

30

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

31

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0
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